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刑
事
訴
訟
法

同
意
」

に
つ
い
て

ゐ
六
条
の

田

A

持

ー
に
内
二

廿山
γ

訴
以
ハ
字
、
小
り

心
対
h

本
と
な
る
一
日
拠
心
気
H1山へ以
i
、佐川
M
I
I

じ
ヘ
］
U

信
号
、

い
河
川
悦
述
リ
抗
刷
パ
ケ
ど
予
、
】
た
め
の
副
f

へ『マ同日川町れ」

間

3
7
）
こ

一

d
l
fト

へ
い
品
、
本
川
芳
」

原
供
述
の
一
刊
山
川
力
を
争
う
？
の
の
－
証
人
尋
問
の
り
沢
口

反
対
尋
問
権
紋
甘
ん
説
と
一
日
拠
能
ト
ケ
ハ
刊
什
J

行
為
説
の
も
う

つ
の
対
ゾ
上
門
は
、
刑
訴
法
三
ハ
矢

同
一
に
一
。
り

日
韓
」
を
し
七
当
事
者
自
身
が
川
町
役

「
牧
祭
官
及
び

従
一
口
人
が
一
刊
側
、
二
十
る
こ
こ
に
同
意
し
た
ぎ
早
川
又
は
供
凶

の
剖
附
ペ
カ
を
勺
う
行
め
に
、

J) 

述
者
を
f
江
川
閉
じ
に
喚
問
7

審
問
「
る
、

T
）
の
川
人
U

に
あ
る

実
務
上
は

弘
、
冗
ゆ
い
、
被
告
人
慨
が
検
察
（
い
の
社
拠
七
山
、
の
請
求
に
刀
、
か
る
供
足
以
主
z
f
一

え
で
似
供
述
蓄
の
社
人
尋
問
を
請
ぶ
ム
n
J
4
0

、｝／）や

w
」

y

に川円、開？レ
ιγ
）

一
同
時
供
述
者
に
刻
L
て
反
対
弓
間
心
的
開
会
刀
ソ
子
り
れ
る
日
ら
ば
供
述
凶
許
に
司

一♂↑

と
し
て
、
反
対
尋
問
読
を
併
悔
し
て
供
込
誠
弁
に
同
意
す
る
、
一
と
も
止
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、

北
山
県
能
川
一
付
与
行
持
一
訟
は

意
ず
る
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r児

「
同
意
は
一
目
畑
山
能
力
守
口
υ
与
す
る
だ
け
で
、

か
ら
、
「
同
意
芹
閣
の
一
計
一
間
力
山
パ
一
予
三
ノ
一
一
ヤ
色
、

社
間
引
力
ま
で
引
い
与
寸
ノ
る
1

当
の
で
は
な
い
」

と
1
J

て、
h

一
の
よ
う
也
実
務
の
辺
氏
半
、
支
碍

汁

E
：
た
側
が
で
の
供
述
者
の
ポ
人
尋
問
の
請
求
を
す
J

ム
世

J、
l附

ず
る
の
に
汁
し
、
反
対
尋
問
権
欣
棄
説
は
、
同
守
口
ヰ
ー
〆
た
省
は
反
吋
尋
問
拾
を
円
以
悲
し
ん
ご
」
J

一
に
な
る
以
上
、
一
当
Jd
一
一
川
面
ま
た
は
供
述

ー
反
対
尋
問
以
札
ノ
心
丘
北
t
J
4同
町
カ
を
争
う
戸
、
と
は
、
討
さ
れ
る
ー
と
し
て
も
、
「
の
証
明
H
乙
yph「
f

め
に
、
そ
の

仕
入
、
を
喚
問
「
る
こ
ζ

は
で
き
な
い
：
と

L
て
、
こ
れ
に
疑
問
や
斗
弔
す
る
の

ヤ一一
i
J

、AI
L

、

1
！

v

F

 

!2' 

、
一
心
叫
同
廷
を
め
く
る
両
日
併
の
け

υ
c
f
u味
乞
…
市
町
す
る
た
め
に
は
、

τの
前
提
と
し
亡
、
引
長
リ
ベ
ム
A

以
下
の
諸
規
ー
℃

げ
か
｛
七
吟
る
ー
い
由
司
法
引

と
、
当
辛
者
の
抗
人
審
問
山
l
y
惟
な
い
し
そ
の

し
と
の
反
対
尋
官
権
の
深
涯
の
関
係
に
つ
レ
L
改
め
て

仏快－

LM
加
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る

こ
の
ト
川
に
ワ
さ

従
来
＝

山
明
日
広
め
る
む
R
V川
拠
引
除
の
原
町
”
は

当
事
高
の
五
人
審
小
山
町
梧
な
い

が主

条

J
F
V

ノ

？
二
レ

内
容
で
あ
る
反
対
弓
問
権
に
問
偉
い
「
位
4
4
r
る」

h
の
2
説
別
さ
れ
て

と
り
わ
け
、
「
刑

」

! _) 

事
い
仮
供
人
は
、

寸
べ
て
の
正
人
に
付
し
て
い
評
問
ナ
る
機
会
を
宇
ノ
分
ι
h
J
、z
f
りれ」

る
己
日
定
め
る
憲
法
一
仁
条
二
以
説
段
ー
ピ
、

C) 

「
訂
人

JE
、
公
判
廷
で
点
誓
し
て
記
百
す
る
狭
義
の
記
人
に
け
で
は
な
く
、

伝
よ
？
グ
供
一
九
一
位
脱
一
主
提
供
ト
9
司
令
供
注
非
h
d

い
う
も
の
L

と
解
す
る
こ
ど
に
ぶ
っ
て

ー！似
ι
一
円
人
の
反
対
弓
問
附
慨
を
保
応
、
「
人
も
の
ゼ
あ
り
、
一
戸
山
開
示
怖
を
山
村
山
則
子
J
V

て
は
一
九
、
）
た
も
の
で
あ

こ
津
川
神
一
円
る
し
諸
説
の
け
り
場
に
呉
羽
的
に
M
M
る
こ
ζ

が
で
き
る
ハ
ず
な
yu
－
勺
、
こ
ご
と
は
、
憲
法
一
一
一
〈
ド
一

ば
駅
設
が
被
奔
人
に
保

降

F
る
1

証
人
審
問
訟
は
、

戸
川
一
日
佳
で
日
ぎ
し
て
供
述
す
る
醤
に
付
し
げ
に
つ
尋
問
λ
J
る
機
会
を
I

戸
、
と
を
そ
の
刊
行
待

ι

ず
る
の
み
な
ら
一
す
、
さ
ら
に
、
そ
り
よ
う
な
一
機
会
i

な
人
J

え
ら
れ
る
、
で
」
は

nx一
世
取
さ
れ
戸
、
仕
い
主
を
裁
判
所
の
事
実
認
定
の
一
同
地
う

ら
山
刊
除
ず
る
、
」
ζ

を
要
求
す
る
権
利
を
J

え
rvZλnJ
る
？
む
の
与
し
て

m一
情
。
れ
る
心
亡
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
窓
法
一
七
条

U
H

一
日
刊
又
～
P

I
l
i
j
 
凶
問
符
人
心
止
対
↓
手
間
人
権
一
古
川
人
間
し
た
も
の

て
d

小
山
ゐ
に
と
一

一
民
間
証
拠
テ
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応
則
と
、
以
て
排
斥
し
1
7

～
も
の
L

と
h

げ
て
も
刊
解
さ
れ
る
と
オ
れ
は
、
同
条
頃
が
定
め
る
「
訂
正
人
者
問
権
」

の
保
障
転
出
は
、

F4A同
一
出
拠

作
ヘ
、
〕

よ
ド
ド
ジ

の
安
当
純
回
二
合
致
す
る
い
一
と
日

字
、
際
、
証
人
一
問
怪
ζ
伝
川
法
則
の
関
係
に
悶
ず
る

Lmv通
説
的
攻
簿

ー
原
則

を
係
市
な
い
し
支
持
す
る
九
一
吋
白
か
ら
は
、
従
来
か
ら
、
問
ー
ホ
法
二
条
以
下
心
誇
泊
｛
止
に
よ
う
て
い
れ
ゆ
る
「
伝
聞
例
外
子
百
め

ら
れ
る
桜
拠
に
つ
、
て
、

不
吉
パ
五
件

η
危
険
が
》
ざ
わ
め
っ
、
少
い
供
述
に
つ
い
て
は
、
反
対
尋
問
に
戸
ふ
る
史
実
牲
の
吟
味
は
余
分
の
も

の
こ
す
の
、
ぇ
、
コ
、
れ
ザ
h
v
J
3
M
h
J

に
ζ

え
反
付
尋
問
の
機
会
を
与
え
な
〈
と
も
、
ニ
れ
！
？
J
拠
〆
｝
し
℃
J

川
一
む
し
て
よ
い
t

こ
の
説
川
が
な
さ
い
い

信、」干」、

円
以
己
た
J
l
、リハ…、

刑
訴
ひ

一
／
）
条
項
が
ど
め
る

れ
凶
出
可
法
引
が
U
W

山
い
円
し
よ
う
2
し
ご
レ
る
の
は
、
供
述
証
拠
す
供
、
す

る
者
が
公
判
乏
に
お
レ
て
訓
人
尋
問
わ
千
円
机
に
従
、
ノ
て
副
一
U
し
、
人
情
ち
に
作
手
心
当
事
者
の
氏
一
対
尋
問
に
山
制
す
る
こ
と
で
あ

、j

、J

Z
7
L
O
V
 

理
解
や
川
提
L

、
一
名
、
伝
ム
一
七
条
二
一
収
前
段
が
ん
以
益
す
る
心
は
、
む
供
述
社
拠
の
ん
わ
川
市
性
的
似
の
仕
矧
み
と
し
こ
の
公
判
廷
に
犯
行
る

判事司i~日：；丈 ／、条C)I :"I t占jに）＇＂て (f: 

社
人
尋
小
山
町
と
を
い
亡
な
さ
れ
に
計
百
に
汁

4Fる町内
UFi専
問
、

，，~ 
）＼ 

九

ω
、
一
む
よ
う
な
仕
組
み
に
よ
る
’

n用
性
心
吟
以
ー
三
村
て
い
な
い
去

4
j卜
ιハ
さ
コ
非
八
L

1
h
y
i
よ

C
J
v
b
l

ド
パ
ミ
き

vG

の
で
あ
り
、
「
こ
の
よ
う
な
引
組
人
主
将
れ
亡
、
公
判
門
外
供
応

f
の
？
b
り
に
対
す
る
事
絞
的
山
口
は
い
わ
切

尋
問
の
権
利
ど
保
得
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
対J
問
と
す
る
余
地
も
あ
る

2
の
舟
拍
子
引
な
さ
れ
て
い

こ
れ
伝
と
は
、

主
べ」

阪人ιζ羊 C7 '.2 171 219〔2川7.7 

被
告
人
の
一
目
人
存
問
協
の
川
山
内
内
綜
同
は
、

（

U
h札九
十
（

畑
山
に
よ
っ
て
い
同
一
什
拠
が
は
除
3
れ
る
範
囲
に
よ
っ
亡
有
さ
れ
る
L
Y

の

j
ト

f

H
1
vじ

坦
併
を
ド
提
t
す
る
も
の
と
e唱
え
主
主

そ
L
て
、
迫
μ
況
に
お
い
て
は

「
伝
附
法
則
は
被
告
人
の
反
対
尋
問
を
但
保
す
Q
U
」
け
と
江
く

検
察
官
の
反
対
尋
問
権
を
も
伊
保

、
あ
る
い
は
、
刑
訴
法
二
ハ
い
い
条
は
、
点
字
斗
寸
こ
ま
刊
の
た
て
ま
え
か
ら
彼
古
人
の
み
ヨ
ら
ず
検
察
官
に
も

。一4 

反
対
弓
同
怖
の
保
障
を
投
ほ
し
f
L
い
る
」
と

ず
る
も
の

ら
、
と
ハ
り
A

う
な
被
仁
川
ー
へ
の
ー
ー
北
人
審
問
祢

い
し
反
対
弓
問
権
こ
と
別

訴
法
二
八
一
い
久
市

引
の
定
め
る
伝
河
川
い
則
斜
路
の
原
則
こ
り
対
係
に
つ
い
て
の
河
川
貯
は
、
検
む
不
自
仰
の
一
証
人
存
問
権
一
、
な
い
し
反
対

尋
問
権
J

了
f

－
一γ足
4

町
宇
九

lυ

l
f
z「
／

の
関
係
に
も
向
山
駄
に
一
安
ψ
ー
す
る
w

ど
し
に
は
ザ



r児

{ :i { 

ブ
か
7

削
説
法
一
一
口
条
項
の
定
め
る
’
い
間
証
拠
排
除
の
涼
則
が
、
当
エ
叩
す
さ
の
正
人
容
問
様
な
い
し
反
対
尋
問
院
を
「
共

J、
l附

体
化
ま
ナ
ー
は
利
保

F
る
こ
い
F

っ
と
き
、
ぞ
れ
目
、
あ
く
ま
で
、
託
人
一
問
濯
を
ほ
と
め
と
寸
る
1

公
開
の
対
審
」
を
情
小
山
崎

γ
る

T
続
的
諮
権
利
刊
の
保
防
を
伴
必
ず
に
採
取
さ
れ
ず
九
供
述
が
、
作
品
判
所
の
事
実
認
定
の
一
t
H
拠
に
原
則

r
し
て
供
さ
れ
な
い
て
こ
カ
「
判

よ f't＇、
れ~

H典さ
問れ
しる
ψ－ -
ー に一

五II: .':. 
' ' ノ＼包
」 h

t目、
に i1、
JJず
し －~ 7 ＇ヤ

ぇ；ど

字ま
乙る
宇ゴ け

りで
' ＂~ 

r 

0) 

は

裁
リ
リ
訴
の
川
川
崎
濯
に
よ
り
、

λ
は
訴
訟
当
事
者
の
ヰ
同
本
に

審
問
す
る
』
あ
る
い
は
一
尋
問
す
る
ー

こ
と
を
内
符
と
す
J

る
権
利
刀
、
害
法
：
一
J
U

条
項
、
山
川
ね
に
よ
っ
て
一
恥
宇
山
叫
刊
誌
へ

の
側
に
、
ま
た
、

し
ず
れ
に
セ
よ
、
町
み
法
一
手
七
条
に
ょ
っ
と
検
祭
守
口
側
に
も
保
障
さ
れ

る
こ
こ
と
は

坪
前
一
区
別
し
と
ム
耐
じ
ら
れ
る
べ
さ
で
あ
る
よ
う
に
耳
目
わ
れ
る
c

k

ド

員

人

〉

ふ
／
斗
よ
ん

L一

＼
し
条
以
「
心
諸
相
川
乏
に
よ
っ
て
比
定
さ
れ
る

f

、J寸
勺

r
川
U
V

ム
ホ

｛
f
l
t
p
l
h
 
公
判
期
uu
に
お
け
る
供
応
採
取
に
お
い

刑
副
院
一

ずし凶広、

t
R
H
一い

ト
し
長
記
、
一
向
J

司
？
一
太
刀
児
主
え

E
ご
上
ノ
一
亡
、

一

j
J
L
l
i
L
I
L
－－
i
1
z
b
i
一

を
は
じ
め
と
す
る

一
公
開
C
片
端

証
人
審
阿
佐
一

山町

i
市
下
布
告

L

成
「
る

l
絞
的
諮
権
利
円
山
口
出
押
さ
れ
る
こ
2
を
所
J
G
r
日
提
と
し
べ
を
し
て
、

供
山
内
一
社
拠
が
般
に
ー
円
攻
叫
能
な
佐
川
汽
己
中
J
Q

つ
た
め

に、

z
の
工
、
っ
た
手
桜
的
ぷ
権
問
、
U

保
訪
の
も
1
t
一
で
改
め
f
L
採
取
し
ず
れ
仏
討
す
こ
と
が
川
慌
て
あ
る
こ
と
h
k
念
宇
一
吉
正
い
て
、
公
判
胡
リ

こ
件
、
て
h
h

木

KPYA－
－
る
止
ウ
小
こ
子
、
ぇ
E
、

t
i
l
t
r
T
J
J
i
d－
－

－

f
：
 
公
判
期
ヨ
外
い
お
い
亡
書
訓
ま
た
は
第
一

4
告
の
認
仏
国
上

保
九
さ
れ
た
供
泌
を
裁
判

所
の
弔
実
認
定

h

と
を
蕊
則
と
J

て
た

ι
L
て
い
る
乞
の
と
い
う
こ
〉
が
で
き
、
ら
の
百
味
に
お
い
℃
、

問
権
L

は、

伝
間
以
則

L

旭
川
の
前
川
札
／
7
v
J
I

ー
で
も
そ
も
刊
討
拠
法
則
の
適
凶
が
間
以
／
｝
！
日
る
場
戸
で
あ
る
／
一
人
U
ζ

に
か
か

つペノ
rJ

i
l
t
で

が
臼
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
と
行
こ
に
か
か
わ
ら
ず
、

主
明
作
お
L
ふ

い
同
一
汁
拠
排
除
の

原
則
」

に
U

刈
L
r
J

る

「
例
外

主
すご

び
刑
訴
法
心
開
月
山
法
規
定

5
士

ψ
！
事
告
に
似
体
内
附
さ
れ
る
も
り
と
い
う
べ
き
で
占
め
る
よ
h

に
市
川
や
れ
る
か
ら
と
為
る
。

実
際
、

証
人
審
問
権
l

は
、
当
卓
上
者
の
請
求
ま
ゆ
人
は
栽
斗
一
川
口
ど
有
権
に
よ
っ
て
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る
喝
行
に
は
、

、、H
Hリ↓
J
ガ
i
l
v

一

一
主
主
ド
f
l
l
t

山
泊
、
灯
る
供
述
に
代
え
て
圭
N
E
J
E
副
相
J
し
、
又
は
公
判
期
円
に
お
け
る
怯
む
朽
の
仏
、
述
を
内
容
し
い
す
る
供
述

hv
証
拠
と
す
る

一

子
、～
J
L
V
ω
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問
問
と
な
る
場
合
ご
占
め
る
と
否
と
に
か
か
わ
、
り
FJ
｛T
K
M
わ
ち
、
そ
の
よ
引
な
白
川
尚
一
代
以
半
巨
γ

一
主
主
同
1

伝
聞
計
口
L

の
引
事
1

の戸一円ぶ
J
U

〈
は
裁
日
所
の
職
権
に
よ
る
取
調
べ
の
川
h
u
が
問
起
工
さ
れ
る
場
ム
門
戸
、
仕
く
て
ー
主
、
怠
J
ぐ
じ
条

以
内
市
い
ー
ノ
刑
芹
法
一

h

ぶ
た
で
一
仇
っ
て
、
被
白
人
－
L
V
l

殺
人
お
ホ
び
倹
山
川
y
hに
保
障
さ
れ
る
も
の
こ
い
、
、
ぺ
き
と
あ
る
ハ
ま
た
、
七
、

γ
え
ば
、
公
川
切
れ
ー
に

お
い
て
式
市
川
ま
た
は
第
一
一
者
の
記
位
上
ピ
保
ん
さ
孔
F

～
一刻
f

北
の
精
神
状
恋
心
供
述
」

F
E
H
 

J
f
p
f
 

ヤ：
J

J

f

、
中
小
、

l

v

ベ

lJt

い
し
け
λ

叩
け
る

亡
レ
i
、

l
l

、ー／

Z
Uよ
り
九
ノ
」
一

J
f
t
、
哨
川
山
下
休
ド
ム
γ

、

－
4

i

c

；
i
p
J
i
z
 

（γノ粂川
1
A
h

心
印
刷
試
日
以
規
剰
に
服
や
し
げ
の
る
ま
で
の
必
要
は
日
い
i

こ
り
げ
場
を
乙
る
ζ
）〆

の
こ
こ
は
、
当
該
一
現
在
の
は
川
神
抗
日
市
の
供
述

九
七
以
内
所
の
宇
ー
丈
一
巡
ど
に
供
す
る
こ
と
が
許
容
宍
れ
る
こ
と
を
古
味
す
る
に
と
に
正

る
の
で
あ
れ
ど
、
そ
の
一
原
色
川
市
一
者

を
公
判
旧
民
日
に
喚
問
し
と

の
も
の
と
ぷ
J
J
f
何
人

そ
の
時
凸
d

に
お
い
ご
は
も
は
や

（
山
♂
粍
神
仏
也
、

に
つ
い
て
審
判
す
匂
吋
事
者
の

権
利
が
否
ど
大
れ
る
こ
と
ま
で
を
も
意
成
す
G
わ
け
で
は
な
い

判事司i~日：；丈 ／、条C)I :"I t占jに）＇＂て (f: 

｛［包
ノ3

一
条
川
以
下
の
諸
規
定
が
定
め
る

仏
昨
例
外

も
対
人
宝
世
田
川
格

の
制
約
ま
た
は
｛
い
九
万
立
許
「
も
む
で
は

ド
ニ
ド
！
↓

立
川
「
布
、
し

な
〈
、
む
し
勺
ム
一
の
似
河
を
「
r
日
誌
と
し
て
治
持
さ
れ
る
も
の
2
い
う
べ
き
で
あ
る
：
た
と
え
ば
、
利
訴
」
広
一
一

一
条
一
政
件
ワ
心

見
定
は
、
ふ
土
、
ス
公
判
例
に
お
い
仁
同
規
定
一
内
定
心
丹
市
山
ト
二
枚
一
戸
刊
一
が
採
取
保
全
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
可
砲
仕
か
ぎ
り

述
斗
告
が

肝
可
し
、

リ
叫
州
沖
若
、
〕
〈
は
身
体
の
故
障
、

所
在
不
明
υぶ
し
く
は
凶
門
外
に
い
る
た
め
公
判
準
備
名
ν
く
は
公
判
期
ヨ
に
お
い

や泊
L

ヨ，
G
こ
t
が
で
み
A
7ば
い

UJ
ゆ
え
に
一
此
人
zu問
権
の
保
障
そ
れ
肉
体
が
不
川
ぷ
慌
に
な
る
の
で
伝
い
か
、
き
り
）
、

！と寸
1
注
勺
寸
リ
ー
ロ
〕
、
く
ま

ノ
i
主

4
9
t
ι
v
l
j
v
＼
｝

Y

公
判
期
に
お
い
て
、
「
託
人
審
問
権
を
は
と
の
え
コ
ノ
る
一
十
続
的
諮
権
利
の
刊
障
の
も
と
と
当
古
川
供
述
子
原
供
述
有
か
ら
採
町
内
し
な

お
ν
、
ら
れ
る
こ

rを
前
抗
と
し
て
、
マ
の
よ
う
に
1

v

て
採
伐
さ
れ
る
べ
き
供
述
に
代
え
て
、
当
一
成
会
叫
ん
4
一
オ
拠
と
了
J

る
こ
と
が
む
き
る
か

73乙刀

い
か
な
る
民
件
い
の
も
と
で
か
な
山
止
め
る
も
り
な
の

it、

そ
う
4

J

？
？
ご
す
れ
ば
、
川
訴
法
一
一
二
C
粂

坑

が
f
札
口
町
る
一
伝
河
法
則
ー
に
つ
い
て
は
、

証
拠
副
べ
の
泊
r
t
m
l

の
一
人
可

容
と
し
亡
、
憲
法
一
七
条

山明

ιよ
九
二
三
被
白
人
制
聞
に
保
汚
さ
れ
、
土
た
、
配
訴
法
一
ー
七
条
に
よ
r
J

て
後
出
小
守
慨
に
も
保
障
予
れ
る

！車
lit 

（阪人比羊 C7 '.2 l!ll 221〔2川7.7: 



r児

「
訂
人
税
問
権
」
に
直
応
出
来
寸
ノ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
〆
ろ
、

二
条
に
よ
っ
て
要
訂
さ
れ
る
同
家
に
よ
る

刑
い
引
棒
行
伎
の
豆
長
の
ポ
叫
犯
と
仕
る

主
川
市
六
認
定
の
迎
正
性
」
保
障
の
概
円
か
ら
、
裁
判
所
に
－
o

る
事
実
認
｛
一
一
が
、

l
l
一
三
一
：
三
一
一

l
i
；：一
l

i

i
t
！

、

一

J、
l附

の
よ
う
な
手
続
的
権
利
似
附
の
も
と
で
採
奴
き
れ
た
供
凶
に
。
つ
て
な

3
れ
る
べ
き
こ
乙
を
担
保
す
る
証
拠
法
則
こ
1

）
て
迎
用
す

る
の
小
中
2hv」
で
あ
る
よ
う
に

伝
川
州
作
、
別
i

に
k

つ
に
た
体
化
さ
れ
Q

一
事
実
認
定
の
治
主
性
」
は
、

ヲ
て
！
〕
ず
に
、

'i) 

副
人
枠
問
権
」
を
は
じ
必
ζ

一9
9
0
公
判
明
日
で
の
仏
兆
一
市
町
営
い
お
け
る
当
宅
計
に
対
L
u
f
G
干
統
的
権
利
位
隠
の
絶
対
的
以
尊
重
を
念

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
手
続
泊
以
降
む
守
主
2
、
真
主
発
見
や
訴
訟
川
町
J4
刊誌
j

心
一
公
U
八
（
り
信
社
一
に
属
す
る

v
m
史
清
の
す
い
VM尚
量
の
結
果
初
入
注
さ
れ
る
も
の
と
h
v
h
つベ

近
，
、
宅
、
八
子
、
判
照
け
で
の
供
述
一
持
取
に
お
、
円
る

へ
の
川
山
花
性

一
刊
人
高
利
い
桜

官
は
じ
め
と
す
る
吋
事
者
の
手
続
的
北
松
利
の
保
温
ぞ
れ
｝
口
一
私
と
は
、

古
川
目
ハ
仏
化
す
る

f
リ
J
l
j
j
j

ト

1
5［
つ
主

弓
必
裂
が
あ
る
と
い
う
べ

い
ず
れ
H

什
よ
、
ど
の
よ
う
な
「
刊
心
街
呈
は
、

i
p
f
九
二
条
に
間
り
し
、
制
人
の
桔
利
保
誌
の
杭
ト
へ
の
尊
重
」
己
中
日
戸
と
し
て

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
川
訴
渋
一
一
。
条
以
ド
り
認
規
定
が
、
裁
判
所
の
事
実
認
定
ド
、
「
公
闘
の

対
音

の
保
障
の
も
と
で
採
ほ
さ
れ
る
公
判
期
ヨ
に
お

H
る
供
淫
に
；
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
原
則
」
と
し
、
一
一
れ
い
代
え
て
、
公

刊
刻
げ
外
で
？
一
の
よ
え
な
子
続
的
保
障
を
行
口
「
に
m昨
日

m
－
保
全
さ
れ
た
竹
山
山
由
わ
ず
一
一
日
撚
と
す
る

γF）
を
そ
の
例
外
と
、
〆
し
厳
絡
に

守
、
作
の
？
に
お
い
し
い
る
の
は
、

主
さ
ピ
、
訴
訟
当
事
討
の

f
続
的
訪
権
利
の
保
障
の
持
重
一
一

公
共
心
福
祉
に
属
「
司
令
諸
裟
調
、
二

の
同
刊
の
F
干
の
ょ
っ
守
V
E
味
で
憲
法
述
念
仁
従
っ
た
迎
正
な
勾
恥
ん
を
H
九
件
化
ず
る
品
問
U
日
に
連
市
寸
る
こ
y
し
が
で
き
る
」

'"' 
に
こ
ろ
で
、
反
対
尋
問
准
放
棄
」
況
は
、
刑
訴
t
N
一
一
一
一
ハ
条
一
心
の
続
出
刊
に
つ
い
て
、
「
伝
川
町
出
拠
（
ギ
祉
を
含
む
）

、l
品、

1、土て、

l

h

t

 

直
者
に
対
す
る
反
対
弓
問
に
よ
っ
亡
、

供
述
心
豆
一
↓
王
位
ん
で
吟
味
寸
る
際
会
が
ソ
与
え
ら
れ
日
い
た
め
、

れ
出
則
乙

L
て
村
山
伍
さ
れ
る
り
で
あ

る
＇、ι
'' 

民
対
尋
問
川
権
以
当
平
者
か
一
」
れ
を
放
素
1
山1
1
7
G
J怜
乳
で
為
る
か
ら
、
そ

伝
町
立
北
山
県
i
b
J

山
山
拠
と
し
L
生叫ムれいき
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れ
て
、
仏
い
」
と
説
明
す
勺
し
同
見
解
が
、
こ
一
一
三
、

1

以
対
尋
問
権
」
の
内
討
に
つ
い
て
、
ー
が
日
間
同
市
拠
吹
原
則
と
し
亡
附
叫
に
、
以
止
も
の

f
L
あ

る

こ

「
r日
通
説
的
浅
川
J
P
L
F
援
と

L
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
－

2Jな
お
持
利
が
斗
手
話
に
ち
て
日
以
柔
さ
れ
ヒ
は
均
台
に
は
、
司

人
に
よ
っ
て
、
ま
さ

L
く
、
「
伝
聞
訓
拠
を
原
則
「
〆
て
ル
バ
ず
る
こ
）
を
求
の
る
権
利
子
日
収
支
き
れ
亡
、
」
ζ

に
な
る
の
ご
あ
る
か

ら
、
川
川
訴
法
：
二
心
条
刀
、
の
ヤ
凶
川
呪
ー
は
そ
の
一
迎
用
の
根
拠
F
／一年一う』

ご
；
に
な
？
っ
。

L
か
し
、

F

日
間
犯
と

L
T
、
ψ
i
事
者
の

反
対
尋
問
権
」
な
い
し

社
人
一
審
問
権
ー
J

れ
力
一
体
｛
～
、
こ
の
よ
う
な

祉
処
法
則
L

こ
し
マ
、
心
脅
設
を
認
め
る
こ
一
心

巾
」
内
山
に
つ
レ
げ
に
は
、

有
に
も
見
た
こ
お
れ
、

疑問い
14

が
あ
る
じ

も

と

も

副
人
高
問
権

む
関
係
に
時
す
る
本
稿
心
主
併
を
前
犯
と
す
る
と
1
て
も
、
相
…
説
法
A

一
（
）
条
以

と
ー
伝
苛
法
引

下
の
諸
規
定
が
定
め
る
一
伝
田
制
法
以

九日τ、
公
判
別
日
で
の
叫
川
口
述
保
取
に
1h
げ
る
一
公
聞
の
い
何
者

の
も
と
で
の
計
人
審
問
梧

判事司i~日：；丈 ／、条C)I :"I t占jに）＇＂て (f: 

は
じ
め
と
す
る
手
続
的
持
校
利
む
叫
ん
一
位
が
、

法
判
一
前
日
平
交
誌
だ
一
、

長
人
限
尊
重
さ
わ
る
戸
」
J
Jデ
一
作
保
す
る
北
州
知
＋
）
仏
政
と
し
て
理
解

｝ふ

そ
の
よ
う
h
h
f
心
配
的
認
権
利
そ
れ
山
体
を
予
め
於
棄
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
ご

一
υ

民
間
出
則
」
也
市
（
U

向
日
付
心
紋
棄
の
忍
忠
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
い
Uv

で
き
る
し
？
口
、
日
ν
り

ι

こ
こ
で
の
「
反
対J
「
廷
で
問
権
放

ず
る
こ
L
Y

が

心

wf市
中
苦

HMJ

烹
」
の
一
打
開
が
、
五
質
的
に
は
、
こ
の
よ
λ
ー
な
公
判
別
ヨ
い
お
円
る
1

公
聞
の
一
付
帯
の
も
と
で
の
原
供
、
円
去
か
り
の
供
品
川
採
攻
へ
の
J

ム
ぶ
什
他
お
よ
び
参
山
権
の
政
支
を
怠
味
す
る
も
の
と
、
ν
て
い
」
ー
し
ら
れ
て
い
る
と
「
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
刑
訴
法
一
一
一
は
免
周
一
以
［

1hlv

定
め
る
伝
開
法
則
の
「
式
適
凶
を
引
拠
つ

H
る
こ

L
J一
充
介
に
刊
誌
で
あ
る
乙
い
う
へ
き
て
あ
う

L

し
か
し
な
が
ら
、
三
の
こ
と
は
、

s
t
幻
説
明
が
、
刑
一
件
渋
一

対
」
守
山
問
権
」
／
｝
放
棄
）
〆
ア
以

t
、
一
月
六
山
」
V
L
た
蓄
に

，，〕
ilt 
j主
計
事’
→刻
ヘテ 月アつ i耳
打自 ～ 
レ』、 oコ
9 "・" 

~I ；~空
言lj で L阿
t主 己日 ：一

ぱi里子ド＇• ~ 
' '' J 可 J’
はは：ぅ
十 j三 l
" J川♂

で結て；1T 
' L一任3
のァ
る，， ( : 
.＇；と

' ' ' 
c) .",' 

盟百さl川以】
z ロも
u・ 井戸 J 

寺＇；＇： ；~ 
7J、、；ムト

L ハ
れ仁三 ！？ 
、力、仏

一
八
b
為
市

意
味
「
る
わ
け
で
は
注
い
u

安
附
、

反
対
尋
問
権
放
棄
説
か
ら
は
、

一
ゲ
↓
行
、
ノ
に
当
事
者
自
身
が
、
こ
の
よ
う
た
一
平
筑
前
な
況
対
！
立
川
一

そ
の
仏
果
、
川
γ

弘
法
一
！
ハ
条
む
「
日
川
意

rq
一
／
り
っ
た
吃
に
原
佐
、 五：

（阪人比羊 C7 '.2 S I Sお〔2川7'7: 
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述
者
心
喚
問
一
請
求
を
行
う
ご
と
は
占
さ
れ
な
い
、

〉
｝
、
：
、

止
乏
し
同

仮
に
Z

の
ょ
っ
K
M
請
求
が
行
わ
れ
る
、
r
J
ν

て
も
、

そ
れ
は
、

J、
l附

宝
ー
利
行
使

rlJ
て
で
は
な
く
、
裁
判
所
の

1
戦
訟
の
同
党
駄
を
但
W
I
ナ人

1ふ
一
の
」
／
｝
h

消
々
C

、札、

1
）
た
が
つ

必
変
Z

乞
叩
叩
品
め
な
い
附
肌
れ
J

却
i
さ
れ
る
μ
川
｝
険
の
あ
る
こ
と
ば
い
つ
ま
で
j
込？一』工いい
）
 

、
一
の
こ
乙
早
川

同
i
k
円
滑
に
お

ργ

は、

川
訴
法
一
一
一
一
六
条
の

副
j

人
ん
の
い
う
こ
と
を
＋
口
市
町
に
河
く
t

u

J

民
心

〆
店主
じ

一J
川
一
定
ー
は
、
公
司
に
お
い
て

反
対
尋
問
ー

氏
こ
す
る
供
述
採
取
へ
の
M
ム
ゼ
町
市
φ

参
加
権
の
み

当
該
一
役
述
パ
用
者

tm」
お
よ
ひ

の
一
日
抗
日
力
士
争
点
つ
』

伝
同
一
刊
一
J

」

心
め
の
し
わ
山
J

る
一
半
後
約
八
三
氏
材
尋
問

C
M惟
引
い
も
ん
丙
yhru
イ

L

で
す
て
公
判
期
円
に
お
行
る
出
品
供
述
析
か
ら
の
供
連
採
取
へ
の
？
リ
八
百

権
・
参
加
権

般
の
伏
民
主
意
味
す
る
も
の
と
し
て
坦
解
さ
れ
て
L
る
と
h
v
h
つ
こ
と
が
で
き
ょ
う
し

し
か
し
な
知
ら

的
、
む
ぺ
人
質
的
根
拠
乞
説
明
す
る
す
に
め
に
、

の
山
い
容
に
、

3
ν
J
～！ノ

オド一

ro

同
川
胤
｛
仁
川
IU
心

刑
訴
一
法

ノ、
タζ
フ下ご

一
同
志
一

権
利
C
放
棄
を
律
に
此
mη
仏
む
必
裂
が
あ
る
か
は
奴
慌
て
み
る
へ
い
ヲ
は
わ
ち
、

一
六
条
一
点
ハ
が
、
「
同
Lt

の
山
川
果
ー
し
し

と
予
定
し
て
い
る
の
は

同）一

bhx
乃
今
ヱ
川
一
条

一
ひ
条
市
ハ
円
以
定
め
る
伝
悶
罰
処
排
除
の
「
原
則
」
を
説
続
と
し
て
、
町
民
「
一

の
規
定
」

「
伝
悶
一
止
拠
」
二
例
刻

的い山

ι拠
隠
々
な
認
め
る
た
め
の
説
作

あ
る
い
は
、
そ
れ
に
よ
る
証
拠
能
力
の

h
d
w
h
め
る
、

制
限
）

ー
山
中
」
一
段
的
右
反
一
刈
一
マ
問
」

一
云
羽
一
日
也

1
1
2
1
1
1
1
 

の
解
除
で
あ
る
が
、

い
」
れ
、
つ
の
規
，
心
は
、

の
機
会
、
？
山
川
」

2
1に
J
J
子
つ
守
れ
る
こ

r
J
T
、

に
↓
止
拠
能
力
を
認
め
る
た
め
の
説
作
l
f
J
て
い
る
わ
け
で
は
な
」

ご
の
さ
J

な
怪
引
力
政
～
に
t

払
っ
て
そ
の
併
訟
を
い
拠
づ
け

る、
L

乙
は
で
き
な
い
乙
い
う
べ

他
方
、
公
判
に
お
い
て
1

証
人
の
い
う
こ
乙
吉
位
一
致
に
聞
く
た
の
の
「
反
対
尋
問
持

を
は
じ
め
こ
「
Q
供
述
将
校
へ
の
J
会
棒
・
主
己
山
訟
の
い
収
烹
に
つ
い
て
は
、
み
に
も
見
た
よ
F

つ
に
、
」
れ
に
よ
う
て
、
刑
訴
法
一
一

粂
以
内
の
訪
制
服
｛
た
が
定
げ
に
る
一
伝
同
証
拠
1

心
証
拠
校
h
リ
り
間
以
の
解
除
を
彼
処
づ
け
る
こ

df7h
沢
一
月
柏
崎
て
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

剖
人
存
問
権
i

と

伝
滞
日
出
則
i

の
門
川
係
に
つ
い
て

ιに
検
！
刊
し
に
と
、
工
つ
か
ら

γれ
ば
、

い
河
法
則
」

け
解
除
は
、
一
デ
可
山
出
川
は

にお一一
V
G
1公
院
の
村
容

U
も
と
で
の
供
込
ぷ
取
へ
の
立
余
待
お
よ
び
多
加
議
そ
れ
円
ル
仰
な
巾
1
卒
者
が
汝
棄
し
な
く
て
も
、

、、
し

L
F川
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法
則
の
泊
阿
川
幻
利
益
を
政
廷
す
る
こ
と
に
日
山
勺

分

が：

』J
dコ
；？ 
る

u 

' キ
」 l

るの
！こ l
j 同
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ノノL
~， ＇っ
き学
三 五包
あ l

る日！な
担
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守る
味「
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拠

え
れ
ば
、
引
－
5
1
げ
が
＼
こ
の
、
主
J

な
椅
利
を
行
使
な
い
、
）
留
保
し
フ
つ
、
ん
ヘ

／よ l円l

Yぷ平＇I

、
伝
聞
法
則
」
を
解
除
す
る
た
め
の

1

F

刀
奈
件
で
は
あ
コ
て
も
、

1

必
裟
条
件
」
で
は
な
い
乙
い
？
む
な
け
れ
ば

反
対
弓
問
権
放
で
一
討
が
、
同
意
を
し
に
当
事
者
「
よ
る
原
供
述
者
の
一
礼
人
尋
問
請
ぷ
の
円
能
性
合
併
定
」
9
る
背
H
H
け
い
に
は
、

同
意
後

も
そ
の
供
述
者
C
井
町
内
請
求
を
一
切
知
的
7

匂
と
い
う
安
易
な
古
川

zrtmぶ
と
、
引
仙
川
町
、
三
F
A叱
A
H
主
い
担
問
を
取
り
調
べ
、
そ
の
い
吹
か
ら
占
却
の
弱

山一
L
ゲら（」訓八百
4
A同
一
で
予
わ
せ
る
と
し
う
パ
ャ

l
〆
に

mhにふ
J
U
J
h
w

か、

こ
れ
こ
そ
川
駅
事
訴
訟
法
ト
心
刀
式
に
は
か
な
、
b
な
レ

との河川山

識
に
北
川
つ
J

＼
一
公
判
吾
川
引
の
現
実
jhp
＋一回予
h
H
能

ら
ね
却
ざ
け
、

社

＂、
巾
〆司、

しfノ
宇4
川

埋

d>; i刀
匂；ノ

い替
（まえ－

U文 L、
；十£と
的い
判う
津ii＇~＇ ＇圭
、ノ？」、，

U
J
J
U
α
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し
か
し
、
ハ
川
見
解
が
、
か

η
に
こ
の
よ
う
ほ
ー
実
践
的
な
犯
L

、
り
存
’
止
が
指
摘
ち
れ
て
い

二
、
刊
訴
、
江
二
六
条
一
誠
心
一
同
者

の
内
存
に
、
ふ
り
ょ
っ
た
二
重
心
烹
沫
で
同
礼
定
、
り
拠
出
ド
説
明
に
必
要
な
範
凶
を
耐
え
る
内

長
川
り
位

hv」
と
を
？
張
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
阿
見
定
の
解
釈
一
掃
1
／
し
て
は
、

一行一

ぎ
」
で
あ
る
L
Y

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
よ
λ
ー
に
巴
わ
れ
る
v

容
の
権
利
放
棄
2
乞

や
は
り
「
行
き
尚
一

:ii: 

そ
の
主
味
で
は
、

「同
t
E

は
、
「
、
川
店
主
な
一
一
仁
拠
調
べ

の
一
川
詳
し
」
、
二
L
公
判
手
続
に
ιお
け
る
供
述
採

刑
一
九
法
一
三
ハ
矢
の

伐
に
お
い
て
叱
T
ず
か
一
に
保
障
さ
れ
匂
子
続
的
刊
誌
利
J

れ
日
仏
の
放
棄
と
は
な
く
、

b
L
A－
－
尚
一
正
な
事
実
認
り
に

心
的
容
乙
し

rr  

の
手
続
的
権
利
仏
附
心
坊
主
と
、
真
宗
門
t
門
爪
M
J
の
「
公
共
の
宿
祉
」
に
日
叫
す
る
諸
栄
一
＝
同
ぐ
の
「
UM
止
な
均
年
九
を
H
～
体
化

ず
る
J

刷
機
法
削
川
の
次
冗
に
お
い
と
述
射
す
る
一
り
が
安
ム
コ
で
μ
め
る
E
う
に
目
、
わ
れ
、

4

ヨ
一
通
〉
↑
一
、

1

J

J

千ぱ

J

ー

こ
の
出
に
お
h

て
も
、
刑
訴
法
三
二

六
条
一
骨
J

は
、
一
当
主
ア
若

t
読
に
た
つ
き
、
当
事
者
（
多
く
の
ぬ
ん
じ
絞
止
門
人
、
が
白
己
に
不
列
井
口
ぱ

（
河
内
的
に
ば
か
り
て
仕
く
手
絞

も
わ
で
お
っ
て
も
証
拠
と
ず
る
、
一
と
に
同
志
す
る
た
ら
は

L
E法
廷
に
阿
川
市
山
で
、
さ
る
こ
と
を
｛
七
社
た
も
の
で

日
前
に
も
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吾、

あ
る
乾
同
ご
一
昨
拠
い
汁
す
る
中
小
山
者
の
処
分
権
守
肯
定
し
た
胤
乏
で
あ
る

と
す
る
計
拠
区
心
付
J
j
行
為
説
の
一
所
説
の
ほ
う
が

妥
当
で
あ
る

r
い
う
い
と
が
で
き
る
。

ニ／、
l附

えの〕「ノとう色、

「
刑
事
詳
訟
法
子
、

、
あ
る
い

い
の
戸
一
ノ
」
か
ら
、

こ
ニ
コ
二
、

4
1
中
。

f
u
v

tn 

t理プi
古じ ,,, 
｝｛じをn

力 ~ii,, 口乙

み）J
日の
争目
色：5
1ド c~
ι 者

；~ 'J1 
A\• ： 芦
Lーこ だ）

勺f
&,, ニとニ

ぞ·~~
一〆

主二

iJ、

は
、
川
川
訴
作
一
一
」
二
六
条
の

J
2品
ー
は
一
清
…
也
的
な
、

と
き
る
か
に
は
、
疑
問
が
な
い

川
川
訴
法
一
二
二
六
条
一
羽
に
よ
っ
マ
、
解
除
手
れ
る
、
同
法
一
一

は
な
い

久
木
目
い

し
一
一
一
J

支
持
の
諸
規
定
げ
か
｛
止
め
る
伝
屯
一
刊
拠
に
例
外
JL
引
ル
証
拠
能
力
を
認
め
る

r民
の
要
件
は

右
に
も
見
た
よ
う
に
、
裁
判
所
の
午

宍
訟
は
に
供
さ
れ
る
む
述
三
完
以
手
続
仁
行
げ
る

公
耽
心
対
審

保
障
の
尊
唱
し
し
、
真
実
発
見
等
の

の
む
祉

に
属
す
る
議

安
諸
と
の
一
利
益
向
呈

の廿出血相
γ
Lデ
円
、
体
化
す
る
も
の
と
J
O
え
ら
れ
る
が

こ
の
各

利
ト
布
ハ
ピ
椅
成
ー
す
る
諸
耐
久
主
の
す
へ
て
が
、
当

事
読
む
処
分
に
一
会
ね
ら
れ
る
性
業
合
も
つ
も
の
で
あ
る
か

中
人
際

ポ
一
出
松
三
一
！
ハ
条
一
夜
は

山当市平以台子川
d

か
ら
て
ゐ
る

「
批
判
憾
と
す
る
こ
と
に
町
立

ー
そ
の
丹
市
μ
が
作
成
さ
れ
え
は
供
速
の

5
れ
た
と
き
の
結
民
主
乞
考
厳
し

阿
見
定
岬
定
の
効
「
村
山
乙
誌
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

7

レ
ι」
lyγ
し
J

I

、
も

教
川
門
戸
叫
が

相
当
と
認
め
る
と
き
に
阪
の
」

ー向い十一
Z
L

は
、
為
く
ま
で
も

ι撚

一ドトり引い百
d

付
の
り
川
紀
字
、
件
で
あ
ヮ
て
市
畑
山
能
力
発
ρ
一
そ
の
3
0
の
ご
〔
は

L

L

の
J
L
↓め
7
q

k
R
h
t
k
u一
人
l
一
ン
ィ
〆
夕
、
J

ル
州
事
荒
川
元
店
内
ivi岳
1

－百
林
書
店

、2
今

一
n
u
i

（小川一一川社F

引
野
・
前
掲
＝
干
一
山
川
一
二

一
小
ど
校
7
4
H
レ
刑
事

h
d沃

1
一
一
弘
ら
丸
信
、
刷
版
仙
「
ム
第
一
版
、
九
九
凡
人
汁
）
七
一
一
買
は
、
♂
〕
り
仁
之
円
d

制
度
の
宅
用
り
も

n
方
ば
。
一
「
ヘ
同
証
拠
の
排
斥
m
あ
さ
り
厳
格
亡
ば
チ
＼
げ
く
に
e

r

川
訴
法
、
一
一
一
朱
頃
二
号
待
J

段
の
混
｛
j
z
r
が
沼
田
F

さ
れ
る

状
況
の
も
乙
て
v
G
うーん
W
1
1

一
ヤ
ノ
リ
読
書
L

日
ι
R
5
7
y
の
一
山
知
zj
？
、
を
と
れ
さ
折
、
そ
の
／
凡
で
原
折
、
注
討
の
一
一
】
人
コ
川
N
H

町古一行
P

て
有
利

八
仇
仇
山
内
一
吉
引
丸
河
川
「
J
A
いか、千一品川パ川町
L

L

f

、
は
す
ト
れ
て
い
る
一
？
と
刊
附
ム
肋
寸
匂
「
弁
夜
人
り
ヌ
タ
シ
ス
ー
と
、
「
な
る
べ
く
字
〈
U

一
九
吃
ん
年

ハ
ヘ
」
π
友
会
問

松
本
e

，u
持
ぃ
昔
土
門
一
川
一
コ
六
百
ハ

、
ノ
百
円
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71
拠
ル
一
夜
判
げ
が
検
討
す
る
こ
く
こ
玉
弘
一
五
発
日
の
古
」
！
し
ぶ
と
ワ

XV峨
程
よ
義
的
思
庄
一
に
よ
れ
、
で
戸
ァ
G
h
r

け
が
！
｛
自
の
利
用
ん
ど
問
え
ノ
、
フ
／
一

三
匂
ぷ
判
叶
及
び
枚
幻
JU
一
り
方
針
と
ム
ヌ
～
二
と
か
り
！
？
ど
ー
と
お
院
す
る
r

と
の
門
守
口
？
戸
、
司
忠
杭
去
の
草
川
の
あ
り
十
川
仁
一
恥
格
下

9

4

で
斗
事
名
μ

一一叫に

rv院
係
に
七
い
て
は
、
西
原
e

山
封
書
L

」
（
お
こ
ヘ
弘
明
、
い
H

い
け
守
一
一
日

HF
曇
比
一
円
以
事
十
へ
は
刀
綿
一
村
一
一
日

党
ペ
一
と
お
祝
賀
川
＋
4
4
t
T
m
f
動
向
ド
l

持

成

文

句

、

ん

九

川

止

で

一

二
j

一
一
同
一
川
辛
品
川
訟
の
汁
的
J

』
｛
成
正
ー
、
一
～
ノ
ハ
ノ
七
作
）

所
収
〕
、

r
ぃ
江
川
一
台
時
？
と
訂
一
じ
ト
ル
R
U
A
J
を
芯
一
間
「

一
出
、
告
を
ご
一
一
一
“
人
審
店
内
桂
川
と
一
肘
叫
司
法
む
」
仕
陪
治
山
H
H

作
上
正
f

一
尚
一
川
ヨ
誹
訟
法
心
主
点
－
へ
有
り
ι人
間
、
第
一
明
、
二
〈
～
〈
一
年
、
今
八

二
い
三
レ
「
野
。
れ
拘
』
一
士
口
一
ム
い
三
〔
一
反

へ
お
）
川
以
川
門
治
郎
℃
一
一
一
保
力
会
n

一、成
r
人
堂
、
二
ノ
ノ
一
ノ
い
十
ル
ハ
ヰ
）
同
県
ば
、
通
説
む
考
v

ん’
h

汀に
I

（
山
？
、
伝
｛
社
佐
川
J

エ
円
引
の
例
外
え
だ
却
ょ
う
主
向
日
人
事

問
仕
の
保
障
紀
回
が
山
内
八
J
W肝
き
れ
る
お
そ
れ
が
ん
で
I
J

」
令
と
指
掃
す
る
「

一
均
一
江
不
・
前
掲
44
同
士
円
ヘ
乙
〕
一

E
r
ま
亡
、
山
好
守
山
一
拘
雪
之
一

9
二八べ
J

六
H
い
も
害
防
c

（
釦
｝
［
人
辺
。
刷
出
川
芹
日

τぬー口円以下
υ

一
心
、
川
仏
米
o

d

川出河
h
A

同Y
F
一
」
ハ
↓
H
J

二
台
鈴
木
・
9

削
持
九
ム
同
点
｛
じ
一
一
叫
ん
六
口

一μ
H
J

京
郊
に
お
こ

r
p
hた
f

ろ
に
、
川
寸
h
y
J
出
三
、
I
J

全
尽
か
聞
週
と
す
λ
一
ヨ
パ
公
判
明
己
に
3

げ
る
供
述
採
取
の
山
性
は
、
当
宇
J4

刊
に
ほ
吋

尋
問
株
主
そ
り
山
門
村
こ
［
て
人
R
U
－
証
人
訴
間
柱
引
先
陣
き
れ
る
こ
と
に
〆
ど
ま
る
も
れ
で
は
な
ノ
＼
＋
よ
え
ば
畑
手
つ
れ
↓
尋
問
に
一
九
ヘ

問
の
村
官
一
の
も
J

で
み
ら
人
九
一
つ
権
利
目
J

住
民
、
」
れ
る
こ
に
も
1

れ
り
け
っ
れ
よ
う
d

泊
方
、
斗
【
人
事
同
濯
で
よ
れ
生
Jυ

、
一
公
白
山
の
け
川
J

古川一

U

J

も
L

じ
保
障
さ
れ
て
ば
P

J

め
て
そ
心
木
正
れ
の

i
味

2
4
コi
も
の
と
い
ト
べ
さ
で
あ
る
ド
マ
で
の
と
5
4で
も
、
当
一
一

f

引
に
汁
シ
る
「
訓
F

へ
い
手
間
梓
」

の
保
引
の
出
唱
し
と
「
J

山
町
仏
杭
一
心
情
起
は
川
門
医
L
て
論
ず
る
辺
叫
が

ι一？
っ

常
一
以
二
じ
条
二
思
泊
三
日
日
U

1
一
副
人
に
つ
い
に
口
、
判
例
「
長
十
へ
刊
出
相
川
年
正
月
へ
刑
栄
一
九
一
六
件
J
t
u
一代九内
J
h

等一
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一
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北
で
あ
る

ヘ
ぷ
）
均
十
ん
パ
川
町
制
℃
一
H

川山市

J44、
北
信
心
長
ー
一
百
一
段

ん
じ
何
～
一
九
四
ハ
百
以
も
ん
が
四
川
）
し

（
成
文
句
、

九
へ
一
八
牛

円
八
～
町
一
転

H

民
事
訴
訟
心
主
A
構
造
〕
ヘ
成
主
堂

了了

に
J
る－
t!L 
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ぺ
い
？
伝
一
山
例
外
に
市
町
…
ナ
る
規
d

て
の
k

工
に
は
、
刑
訴
U

川
百
二
一
去
の
一
に
、
定
顎
j
4
の
主
同
阿
に
つ
い
て
、
川
条
件
に
、
ー
三
よ
3
4
て

公

川
川
に
一
vivt
ド
詑
な
限
り
d
z
仇
注
者
か
ら
改
め
1
4
4
該
供
述
ー
－
採
取
｝
宇
一
三
7

J

こ
と
し
y
h
h慌
と
す
る
こ
と
は
く
、
副
拠
法
心
中
目
的
る
ー
も

の
も
？
λ
る
し
か
し
、
同
規
て
も
、
ろ
ま
刀
占
め
れ
ば
、
町
刊
r

住
者
わ
公
一
刻
U
乙
慢
出

L
、一
v
コ
該
事
民
に
つ
し
に
「
主
n
T
る
当
事
す
の
枠
り

れ
［
誌
を

f
L
T
h
w事
行
で
は
な
い

JAJ
川
併
合
ふ
れ
。

ヘ訂一ッ一一川町
p

叩紅、／
1
2
4
7

匂
一
也
王
］
紋
」
の
椛
A

4

に
つ
い
て
は
、
鈴
木
茂
制
『
川

τ訴
芯
心
基
本
流

fp
一
足
メ
川
f

、

九

i
λ
ん
t

l立
ぶ
ト

ど
九
4
一間

一
川
叫
ィ
当
事
討
が
、
定
（
り
「
告
白
ワ
ん
は
住
民
ト
」
「
副
旧
日
と
す
る
こ
と
に
日
ム
f
）
つ
つ
、
ほ
供
述
ぃ
言
り
山
人
J
A
1
問
己
閉
求
計
る
と
い
A

つ
辛
抱
い

が
μ

一一
uJ
る
ν

乙
｝
一
付
、
公
判
沼
日
に
て
け
る
洪
述
採
取
に
立
会
、
主
加
す
る
こ
ζ

ぺ
F

て
の
証
拠
出
力
4vUJT々
よ
ご
れ
る
、
、
乙
が
、

v
i
事
者
に

」
っ
て
羽
実
に
阜
、
な
る
引
益
で
あ
h

、
て
＼
モ
の
川
崎
合
心
一
司
思
一
に
は
、
組
仏
述
／
コ
γ

～
対
す
る
d
人
志
向
注
b
f
一
校
烹
宇
司
令
主
主
点
吉
へ
れ

と
乙
川
、
H
U
T
し
つ
つ
広
川
浩
也

E
U
計
九
寸
戸
川
士
出
不

γ
る
時
の
ダ
体
的
日
半
μ
一川につ

v
L
は
、
谷
口
別
対
日
一
部
一
三
五
一
山
弘
r
、
ー
ム
汀
・

古同
t
J
へ「川
J

二
八
、
I
J

耳
目
を
芯
u
m
m
c

一
説
、
川
仏
米
o

d

川出河
h
A

同Y
F
一
」
四
国
民
以
」
ぺ

ヘ
町
一
一
－
Y
H
・9
削
持
引
け
（
口
一
は
、
一
－
伝
聞
判
、
決
の
問
山
有
ペ
可
設
竣
一
一
人
以
外
の
訂
日
あ
っ
て
、
p
r

り
『
伝
問
先
へ

4

C
一
川
谷
、
ヤ
フ
公
判
の
直

衣
mh川
一
』
心
内
容
に
J

て
日
日
刊
寸
問
に
よ
っ
7

L

桁
討
与
る
と
三
円
誌
で
ら
り
わ
っ
ゐ
一
れ
し
y
玄
4
1
J
W／
八
回
台
、
ま
た
は
そ
れ
一
片
小
H
花
で
あ

る
が
ゆ
え
三
」
の
一
伝
庇
司
抱
心
主
ベ
？
今
一
要
求
L
弘
行
場
う
て
み
を
？
ζ

一
リ
丸
山
ロ
、
い
う
ロ
菅
川
一
h

、
子
心
一
戸
川
間
伐
述
」
ウ
沼
て
の

H
体
的
丘
一

い’
f
h
加
象
的
な
反
対
守
町
一
持
を
政
荒
し
た
L
m
J
一い

1
こ
う
で
き
一

JK1円
い
叫
す
令

（
日
一
松
沼
e

ぷ
持
ぃ

4E口一
λυ

一
七
円
H
h

ヘ
店
）
巾
再
f

起
一
一
二
、
冬
、
心
日
置
の
効
央

ι
抗
日
記
悶
H

川
古
桁
流
言
ハ
む
い

rポ
『
非
合
法
一
（
青
休
書
店
J

が
江
、
九
八
ん
〆
J
）

十

h

門♂

一
nv
二
心
日
、
出
｛
「
円

d
持
者
ゴ
川

i
二
二
人
、
川
日
は
、
反
り
川
弓
問
権
肢
末
ザ
ど
不
字
的
に
支
持
し
つ
つ
、
「
ぞ
り
川
の
同
立
の
ん
伝
中
T
h
f

定
で
斗
な
い
一
γ
し
て
j
L
、
一
八
条
、
／
は
引
の
、
当
山
干
す
主
主
広
忠
に
片
来
し
た
校
的
制
ー
か
こ

1
一～
M
か
か
ヘ
洗
泣
す
＼
マ
亡
あ
る
」
二
一
2
0
c

（
は
｝
ム
不
前
提
喜
一
J

－
f

r

u
は
、
ー
ロ
起
の
古
賀
ば
反
対
弓
四
一
悼
の
松
一
一
八

t
ホ
る
か
、
フ
、
当
事
斗
つ
う
司
ム
F
づ

μ
つ
訣
判
所
古
忙

wτ
～
認
め
～

2
E又
は
供
述
ば
、
一
剖
拠
能
f
r
J
ど
恥
内
ト
フ
令
は
か
り
で
よ
く
、
供
述
省
に
刈
ず
る

M
対
尋
問
に
」
J

ご
（
？
と
の
似
訓
月
へ
の

F
活
性

r児
J、
l附
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今
」
折
効
ず
る
こ
こ
に
よ
り
て
｝
、
そ
心
一
司
一
H

町
力
ゎ
y
p
h
子
川
惜
し
も
の
ζ

な
る
一
－
す
る
ま
↑
コ
山
町
e

山川
J

許
へ
お
工
一
一
一
九

vH
は
一
政
凶
一
刊
の

柏
田
末
、
ぁ
、
勺
ど
に
唄
問
｛
U
必
芝
川
牛
＼
一
た
と
き
し
ι
別
と
J

：
、
「
及
川
内
は
、
は
め
よ
か
ヘ
ノ
一
－
J

で
に
証
人
喚
山
口
区
小
似
合
事
：
い
る
と
き

は
、
出
悩
／
ー
と
認
い
か
九
ら
1

い
な
〈
包
）
む
こ
し
て
、
一
昨
拠
能
川
九
一
百
三
L

ぺ
長
て
£
り
、
雫
凶
を

UM司
し
た
ト
、

ZTnι

人
J

〆
府
八
日
一
n

べ
さ
と
は
な
い

ゾ
ー
る

（
町
山
一
相
f

松
小
川
山
科
書
記
～
G
二
一
パ
リ
一

E

Jじ
ペ
と
も
、
司
一
吉
川
、
「
玖
判
的
は
記
川
々
の
判
附
「
、
高
ー
一
円
体
か
ら
一
十
分
な
ど
削
を
叩
握
ず

る
こ
介

d

k
慌
て
あ
r

て
、
言
↓
回
心
円
以
軒
以
へ
は
供
一
示
者
多
一
坪
百
十
λv
ペ
ム
世
刀
お
り
司
令
J
与
え
～
と
き
は
、
戦
権
に
よ
？
に
一
一
人
古
車
、
中
U

J

な
け

れ
ば
た
ら
な
ρ
う

1

1事
ぃ
品
川
平
川
山
の
正
問
ー
刀
九
d
争

u
書
出
U
作
長
苔
J

人
は
川
述
告
の
喚
問
古
市
卜
手
工
〕
地
へ
ロ
に
お
い
九
、
り
か
ら
応
出
火
手
ぷ

わ
た
〕
ケ
ば
こ
れ
一
九
日
刊
出
し
て
よ
一
州
一
生
J

羊
ノ
し
支
え
な
い
〈

F
？
旬
、
川
が
F
F
の
見
解
乙

1
て
、
小
野
は
か
・
前
掲
言
＝
計
－

n）
比
九
山
一

日、
1
d

、
そ
の
供
述
に
つ
い
よ
音
問
桂
の
一
一
主
刀
あ

J
～
門
一
人
の
駒
田
u
を
み
求
し
に
す
も
、
で
れ
に
ζ

っ
て
但
叶
ら
札
る
F
「、
PJ
位
二
迂
カ
岩
田
川
社
わ
ん

放
ー
で
に
～
恨
述
と
引
拠
と
1
J

て
主
隔
は
J
A
J
F
ω

場
ム
に
は
、
の
限
定
で
不
必
支
な
証
人
の
隣
同
前
点
で
あ
る
l
y
一
二
三
一
一
問
点
の
棄
却
さ
れ
G
均
一
ム
が

号
ハ

f
あ
う
こ

ζ

い
う
J

、
ん
川
勝
e

前
山
立
υ
註
（
日
J

M

民
も
参
W
J

な
日
、
間
前
拐

3
1
2

へ
下
な
い
、
市
心
一
…
に
ウ
い
亡
の

－H
見
解
の
H
円
心
は
、
主
人
喚
問
一
4

詰
h

一
y
d
n
許
円
に
つ
い
亡
、
刊
M
b
！

υに
解
寸
ノ
ぷ
ヘ
J

市
山
町
叶
に
解
す
る
か
と
い
う
程
叫
に
ん
は
あ
る
が
、
ヲ
プ
力
結

論
一
国
体
に
ベ
九
%
な
芝
川
県
ン
f

J
む
に
つ
寸
止
の
ー
は
な
い
」
／
〕
桁
摘
ず
る

ヘ
町
一
三
心
1H
一に

m
m
L
亡
、
お

U

前川川
J

許
｛
お
一
丘
二
五
は
、
反
日
」
マ
間
帯
政
h
h
h
A
パ
小
、
弁
護
人
古
川
叶
F
Q
’
調
書
に
同
居
1
7
J
」
ζ

の
校

z〆一払
J

J

1

r

ぷ
刊
川
に
付
ャ
る
fh権
乱
拠
一
品
へ
り
党
政
土
保
）
？
し
〈
ー
ジ
コ
刀
沃
7

）
か
と
h
ヌ
［
ぱ

J

〔と」一

J
J
」
ぺ
一
は
、
会
h

に
も
μ
遠
一
で

お
る
心
し
、
一
事
業
の
い
ふ
川
町
、
を

4
、
把
握
ず
今
争
中
唱
一
町
人
に
対
し
一
と
」
号
、
一
刊
ヘ
尋
問
の
r
M
L

一
色
性
の
何
%
に
コ
い
て
の
第
次
的
沢
町
山

を
委
ね
G

っ
さ
り
、
汗
λ
人
に
証
人
「
弔
問
汀
一
本
叫
が
1
認
め
一
や
の
が
相
当
で
は
な
か
ず
つ
ろ
均
一

7

て
、
刊
ヰ
パ
併
を
批
判
ア
る
一

（
片
山
一
↑
野
e

，u
持ア
1
h
J工

州

民

れ

一花
F

松
日
・
，
出
掲
44
一
て
お
）
ア
ペ
有
fh民
、
安
出
、
の
一
山
、
遅
託
は
、
rζ

＼
に
が
訴
出
「
二
一
条
「
九
件
後
段
の
ん
f

叶
性
を
認
λ

り
る
と
件

し？）
f
、
両
宍
ヘ
ロ
以
リ
叫
尋
問
、
て
と
り
年
げ
く
い
G

と
さ
れ
る
川
以
昔
掲
計
お
）

IJ
川ハ）
J
v
y
m
L
、
こ
の
よ
ろ
な
「
調
書
へ
｛
り
に
汁

弓
問
L

の
楼
誌
の
持
障
は
、
一
2

4

開
法
川
L
h
w

問
題
、
」

L
こ
亡
は
な
く
、
約
し
て
司
拠
の
討
明
方
1
1

｝
子
よ
惟
刊
の
向
山
1
h
r

〕
し
て
川
年
三
札
一
の

へ
き
で
あ
ろ
う
い
片
列
は
般
的
に
は
町
一
訴
法
ノ
八
え
で
い
仇
っ
て
当
司
自
に
怯
草
さ
れ
る
が
、
一
司
口
一
を
ヱ
一
段
三
す
る
持
八
れ
に
は
、

い
…
デ
れ
に
〕
」
も
、
官
官
T

比
一
七
来
担
な
い
ゾ
刑
訴
弘
江
七
条
が
保
障

1
Q
副
9

へ
ぷ
合
同
日
伝
一
心
内
容
ん
と
怜
hu
：
？
の
り
と
主
↑
八
、
フ
札
J
J
l
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r児

こ
の
店
、
大
付
削
掲
芯
一

8

ん
只
は
、
伝
市
町
店
川
の
も
〆
｝
て
は
、
羽
仰
の
ふ
、
川
廷
に
お
い
て
手
付
門
前
J

な
反
対
弓
同
の
校
ム
討
が
丸
っ
L

E
ご
、
系
、
ー
の
こ
と
ひ
っ
占
ち
に
、
当
去
の
公
判
外
枚
出
か
内
容
と
一
qJ
る
伝
聞
副
拠
に
J
一
い
て
お
同
心
松
抗
ペ
J
qんh
わ
れ
る
、
一
と
は
な
い
」
か

ら
、
一
事
後
的
主
反
対
べ
阜
市
μ

り
胤
叫
ん
ー
が
あ
る
か
十
八
日
か
は
、
己
｝
L

阿
川
一
司
従
山
川
除
♂
れ
る
税
制
山
と
山
技
c
x
h
び
付
さ
は
な
一
ノ
＼

1

U
閣
内
＝
工
期
日
弓
口
湖
～

調
べ
請
求
は
け
吋
レ
、
現
ι

存
の
公
判
J

ヒ
に
お
円
。
亨
此
円
附
い
な
川
白
川
「
部
山
山
内
小
一
控
引
を
政
宗
に
こ
し
て
も

Y
1
L
伝
聞
迂
拠
に
つ
い
て
排
除
の
山
川
内
訓
ん

が
争
、
わ
れ

7YL
乙
一
ば
な
い
」
、
、
山
指
摘
す
る

は
お
、
任
以
前
掲
主
非
ヘ

2
一
五
；
占
、
は
、
二
一
三
門
小
V
M立
わ
剛
山
刊
で

L
て
一
千
八
号
間
心
わ
う
こ
と
バ
一
訴
訟
寸
係
栓
心
行
使
い
で
tJ

4

汁
ミ
一
れ
る
例
と
L
1
、
刊
号
が
作
成
さ
！
れ
た

5
同
日
紋
害
虫
伯
は
そ
の
司
朝
刊
リ
通
わ
で
あ
る
こ
と
ん
d
認
め
三
上
で
、
羽
ー
在
、
三
日
川
内
凡
判
事

情
の
泣
化
を
日
同
さ
r
一
る
持
甘
ん
円
、
、
両
古
が
伶
成
さ
刊
に
、
古
川
げ
一
心
供
述
3
一
予
わ
は
い
予
、
そ
れ
い
に
加
え
て
也
三
思
之
ム
す
る
事
情
や
f

町
山
事
情

zyf
一
託
言
、
t
J
L
G
詩
人
口
一
な
ぷ
け
ん
υ

ま
p

十
＼
V
f
o

前
提
耳
バ

4
）
九
叶
九
山
、
山
路
上
、
当
当
者
が
、
一
l

円
意
シ
一

ν
た
九
九
三
原
伝
述

υ
刊
の
公
判
矧
己
＼
の
位
ん
問
を
品
求
す
る
場
介
に
は
、
川
小
快
誌
の
「
而
明
日
い
閃
士
勺
事
取
の
ほ
古
、
菅
川
に
J

山
乾
さ
れ

L
な
い
半
一
原
一
に
つ
い

く
心
尋
問
i
ナ
L
7
？
f

一
が
争
い
ζ

店
わ
れ
る
乙
L
う
ι

一川
J

J

l
ヘ
川
崎
引
い
究
H

S
）
バ
ト
ι

ロハ山山、「
4
苦
心
、
以
司
副
秘
に
対
し
、
ポ
供
品
以
J
公
判
J
t
に
お
け
る

K
1川司
J

問
45
に
よ
る
吟
味
〆
一
純
一
き
と

な
く
行

ωわ
h
u
h
－J与
の
で
あ
る
」
一
〕
ゲ
川
町
山
片
に
！
乞
心
刊
拠
能
一
一
一
手
当
♂
附
す
る
仏
引
の
ι在
来
季
一
俊
L
L
ナ
F

ど
の
で
あ
れ
、
一
J

之
内
一
凸
ニ
J
ょ4
「♂

］
百
社
幻
れ
禁
日
あ
る
日
じ
、

v」
品
伝
聞
主
叫
に
ぺ
い
て
挑
帆
阪
の
恨
ぬ
は
川
元
り
す
れ
、
て
の
一
」
山
拠
箆
力
手
認
め
る
こ
に
型
論
的
な
い
ス
時
は
な
く
と

る
は
が
一
で
ぬ
る
し
指
摘
ず
る
～
な
店
、
旧
日
吋
Z
A
V

閃
柏
放
棄
祝
を
採
り
つ
つ
、
「
副
拠

L
v
tも
長
ふ
ん
え

ωい
〉
力
向
田
虫
r
dめ
ら
れ
れ
は

阿
古
J
M
あ
ハ
J
A
L
む
こ
止
る
ニ
こ
が
で
さ
る
と
ご
る
白
む
し
一
し
工
、
小
肘
は
刀
e

前
尚
喜
＝
巳
門
戸
川
）
九
一
以
士
事
問

J

ぺ

U
F

た

ぶ
ω
に
、
同
訴
一
凶
一
ヘ
条
の
刊
H
m

が一げ

r
hブ
匂
場
ノ
門
に
は
、
凶
川
中
日
～
止
へ
臼
の
喚
問
は
々
し
れ
八
二
い
つ
が
竜
江
て
あ
z
h
F
1
4
1
J
か｝

こ
れ
は
、
当
事
げ
け
が
副
人
害
問
梓
ル
子
め
技
宋
L
た
九
ら
し
い
、
7
1
り
も
、
わ
し
ず
灯
、
「
同
三
L

に
よ
〉
て
、
当
該
1

芦
叶
J
へは枇川市内」
p

両

拠
能
力
日
イ
J
U
仏
り
ら
れ
ん
W

こ
と
に
う
c
る
結
来
、
て
乃
民
事
、
Jル
一
苦
八
L
P
J
J
4
行
が
す
っ
λυ
乞駒山凶

J
t
｝
原
供
述
持
を
喚
問
す
る
y
u
m
w九
あ
る
し

は
責
任
ゎ
免
れ
る
一
｝
／
）
に
な
る
七
め
k

あ
る
と
工
フ
ヘ
き
で
の
ろ
～

c

ヘ
位
一
芹
出
。
引
い
耐
寸
択
一
U

）
九
戸
一
川
川
、
一
一
同
宝
ペ
M

V

川
叫
ん
山
弓
問
恨
の
放
常
に
半
三
る
け
可
ム
出
、

U

つ
ん
多
い
［
、
↓
c
た
之
心
J
F
J
1
2
4
M
P↓？古川
P
、

7

こ
れ
M
J
h
h
灯
、
れ
足
以
に
五
拠
主
力
zyr
｝
認
め
る
方
誌
の
た
、
お
一
山
4
4
H

拠
止
に
迂
拠
絞
り
や
一
付
与
す
る
こ
仁
1

歪
昧
で
、
特
に
丘
一
更
で
す
，
る
二
と

は
ま
ト
い
が
し
な
い
と
ご
ろ
で
内
る
が
、
り
て
ミ
f

よ
め
る
か
コ
と
い
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
川
内
ー
だ
日
小
法
一
一
ハ
来
心
月
以
と
あ
A
V

と
＼
一
な
け
れ
ば

59 

J、
l附

｛阪人法学lに7" 28) 2山［2iil'i.7、



判事司i~日：；丈 ／、条C)I :"I t占jに）＇＂て (f: 

ぷ
ら
な
い
v
一町内
J

ペ
す
こ
〆
ち
な
h

L

す
令

一円出
J

松
一
忍
古
柄
拘
五
円
一

rvじ
訂
以
ド
匹
ベ
・
F

川
～
碍
社
幻
）
一
向
閉
店
伸
、
「
＼
3
F
h勺
拝
。
バ
ド
ム
刊
し
に
か
か

Z
ら一
q
Aぃ
青
に
司
E

二に

ー
と
〈
に
一
前
芦
間
近

rv代
償
と
し
こ
J

不
一
心
同
出
カ
シ
バ
ト
了
三
一
ー
の
に
一
寸
へ
の
叫
ん
京
J

乞
長
求
す
る
と

L
r
刀
法
を
と
る
な
ら
は
、
主
ろ
に
お
き
竹
品

川
そ
の
も
の
に
は
カ
な
〉
k
p
な
っ

C
ぐ
る
「
九
一
院
内
内
証
拠
に
日
目
ど
告
は
、
｝
；
く
に
や
’
ず
い
予
感
心
主
L
J
の
で
云
い
由
一
さ
い
り
、

そ
心
供
尚
お
り
と
副
人
l

｝
〕
て
陥
別
問
寸
る
惟
利
は
な
し
、
と
い
一
ノ
凶
J

以
町
、
こ
う
い
ろ
乃
y
m
L
Y
防
ぜ
？
ー
め
げ
、
主
ま
な
£
町
一
日
午
持
っ
て
い
令
」
と

す
る
J

こ
う
れ
い
対
ぺ
石
川
イ
点
苧
川
市
斗
訴
ぷ
快
活
再
一
－

H
ぷ
一
手
羽
「
、
今

λ

μ
刊
）
一
い
ム
h
八
ば
、
一
同
且
ロ
γ
引
は
の
持
（
ソ
守
山
山
ミ
裁
d
h
n
，

実
現
と

Jf訟
い
叶
協
の
ま
請
U
花
い
と
い

7
円以
f

パ
ム
戸
、

kJ、
折
半
ヤ
よ
ど
立
計
ず
る
場
合
を
除
守
、
司
供
述
計
｛
ω供
述
内
科

or以
一
刊
を
苧
う

t

h
p
J

に
、
公
開
問
尚
一
4
Fヲ

A
Hー
へ
、
、
し
て
喚
問
す
る
こ
心
試
日
さ
れ
な
い
」
〉
ず
る

ヘ
叫
）
よ
浮
e

y

削
山
河
江
寸
｛
父
一
一
日

一
、
出
）
関
口
封
＝
竺
二
二
川
V
一一内」

一
郎
一
平
山
ー
一

e

別
掲
土
円
ア
戸
ヘ
ー
ド
ハ

（
訂
｝
仇
店
主
。
刷
出
川
』
向
井
｛
刊
日
、
一
↓
十
l
r
H
以
卜
〕

一
姉
、
栗
本
。
出
掲
h
A
同

Y
F
一山p
f
h

七
回
ht

ヘ
ω一
松
ヘ
r
e
前
叫
1
4↓
引
（
同
一
一
一
一
ハ

μ、
〔
川
U
－
前
川
品
川
許
へ
お
二

J
R
も
“
川
一
一
品
川
仏
六
失
心
一
川
巴
町
、
青
何
人
」
…
十
t
校
女
心
よ
る

祉
抗
告
ー
力
お
I
J
F
人
品
一
と
う
／
て
週
明
す
Q

べ
き
で
あ
る
と
一
j

る

一
目
、
一
川
畑
山
－
什
」
法
什
P

つ
い
こ
出
、
刊
拠
能
力
で
は
f

よ
く
、
訂
川
町
方
一
、
ム
i
J

な
わ
下
り
立
六
五
性
の
在
疫
を
？
fbmγ
／
す
F

匂円ん
M
m
J
Yヴ
匂
店
、
及

川
刊
行
相
当
注
刈
叫
に
を
ね
コ
れ
る
問
題
は
、

I
1
拠
乃
信
用
主
に
同
す
7u
問
題
に
日
一
し
ま
つ
な
い
一
－
い
う
べ
き
と
品
川
る
か
、
コ
、
や
は
h

託
拠
誌

日
以
心
要
件
と
そ
川
町
市
r

A

W

幻
が
正
wy
一t
あ
う
つ
一
伏
木
町
一
尚
一
戸
ヘ
6
〆
己
円
九
七
い
ず
れ
に
三
、
も
、
「
実
品
十
こ
の
担
当
性
F
内
定
さ
れ
る

こ
ー
に
は
料
己
去
る
ン
八
1
日
弘
ー
供
述
日
間
内
心
役
割
｜
｜
玖
引
心
μ
山
怖
か
ら
一
三
井
議
は
わ
編
一
叫
主
事
手
仏
間
慾
？
七
、
一
ぺ
）
（
二
ず
）

一
：
一
向
日
、
一
ハ

ぺ
九
一
時
F

松
吉
掲
昔
い
引
計
百
戸
ヘ
J

同
l
〉一いす崎一
h
I闘で
L

刑
事
訴
前

UL
ヘl
一
叫
す
ヘ
堂
、
コ
ハ
J
t刊
一

七

jEE4
、
同
窓
」
に
一
d

っ
て
、

リ
」
主
ノ
ペ
シ
H
H
E
寸
律
一
守
一
故
長
（
一
一
戸
内
拠
能
り
の
ん
火
、
抗
ヤ
ヲ
わ
な
し
L

一トト、土門店主仏、）
U
V

ご
「
る
｝
と
で
、
双
判
d
L

一刀
M
」
↓
誠
一
戸
拠
に
三
一
】
拠
詰
力
を

Z

より
7

ハ
一
ふ
ん
怖
が
取
ち
mm似
合
れ
た
一
と
迎
併
L
て
お
け
ば
足
り
る
乙
一
一
J

る
r
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四

ゴ
ベ
ノ
月
ノ
ご

4
3
n
l
f
 

。
ヮd「3
 
0
 

亡、

ゼ
ウ
門
立
休
す
る
も
の
と
在
府
す
べ
き
て
た
る
と
レ
う
こ
と
に
芯
る
〈
学、tip

 

r
M
 

J、
l附

I] 1 

一
ハ
灸
の
阿
古

の
「
本
質
は
、
向
日
以
U
A
C条
項
の
に
め
る

以
l
、
検
討
し
亡
き
た
こ
こ
ろ
ピ
よ
れ
ば
、
則
一
品
法
一

伝
河
証
ー
処
H
F
徐
i

L
て
、
司
法
一
一

条
乃
T
f
前
条
白
川
胤
定
」
が
定
め
る
寸
什
ー
～

t
J
V
一
討
が
す
る
民

の
一
原
則
」

れ
に
よ
れ
J

て
ロ
体
化
さ
れ
る
一
平
実
認
定
の
泊
ー
止
件
i

な
構
成
す
る
苅
炭
素
？
っ
ち
、
訴
訟
1
1
事
者
の
手
続
的
rむ粗利
e

列
訴
の
昔
門
下
車
に

還
元
す
る
こ
J
が
で
き
る
も
の
、
す
な
わ
ム
つ
、
公
判
期
日
に
お
け
る
供
述
ぷ
取
に
お
し
て
川
在
ι汗
さ
れ
る
一
公
仰
の
対
審
一

の
J
川、こ）
L
C

υ一
夫
権
・
参
加
碓
の
宇
叫
ん
一
北
定
？
い
の
帯
主
に
町
、
「
る
引
い
拾
の

そ
れ
以
外
心
思
玄
に
聞
出
し
て
は
、

社1

性

の
判
桁
に
委
ね
ら
れ
る
こ
1
ぐ
に
な
る

品
批
判
一
一
昨
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

公
開
の
ι列
者

の
も
と
で
の
供
述
採
取
に
沿
い
て
当
事
者
に
似
泊
さ
れ
る
［
続
的
権
利
は
、
一
証
人
審
問
権

に
わ
叫
き
る
も
の
で

ドーへ
m
～
仇
ノ
＼

J
L
Y
J

｛
 

公
悶
心

M
U比
二
お
い
て

公
平
i

な
決
判
所
G
r別
立
相
手
々
勺
市
中
芋
？
と
L
F
H
hマ
か
つ
同
月
三
i
u

会
い
、
ふ
ノ
加
ず
る
椛
利
険
主
主

引
州
「
る
も
の
J
い
う
ぺ
き
て
あ
る
か
ら
、

た
と

J3h、
ム
円
ム
つ
副
主
等
心
絞
古
人
白
井
の
公
判
列
供
述
だ
け
で
な
く
、
ー
て
に
反
針
尋
問

ユ
ザ
」
経
た
公
判
市
怖
の
計
人
一
尋
問
問
吉
斗
J

心
芦
内
ー
も
、
刑
訴
法
一

一
ハ
条
の
問
主

の
対
象
と
な
り
う
る
じ
ま
た
、

1

同
志
L

に
よ
っ

て
放
棄
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
げ
会
格
安
加
捻
wr

れ
自
体
さ
は
な
く
、
刑
訴
法
一
条
な
い

L
一

h
久への
γ
同
町
店
主
に
、
仇
っ
て

裁
判
所
心
事
実
認
定
に
お
い
て
h

一
れ
ら
の

T
続
的
諸
権
利
が
尊
一
山
さ
れ
る
戸
」
乙
心
利
「
ん
で
あ
る
か
ら
、
当
事
znは
、
ー
刊
と
L

！

k
p「
っ

h
r
h
r
、レJ
と
い
う
げ
l
L

開
供
述
昔
の
引
日
人
尋
問
を
訂
ボ
デ
る
怪
利

zf字、

Z
に
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
ハ
仇
方
、

恒
一
の
「
司
i
z
u
E

は
、
あ

く
ま
で

1
M同
法
川
町
に
ょ
っ
と
え
体
化
さ
れ
る
手
記
認
’
止
の
適
止
性
L

を
問
題
こ
「
る
も
の
で
あ
っ
て
、

主
十
五
認
’
止
り
泡
止
件
t

絞
為
る
い
は

一
一
占
拠
能
力
』

叫
川
月
連
作
法
則
、
湾
作
、
収
焼
可
出
拠
排
除
法
則

一
般
を
問
辿
と
す
る
も

η
と
は
な
J

か
ら
、
円
J

h

法
則
、

の
よ
う
に
、

公
判
既
日
て
の
’
込
山
市
一
一
可
取
に
お
け
る
有
の
よ
う
な

一
公
慌
の
対
審
一
ハ
山
川
合
ト
の
民
主
と
は
民
係
の
な
w

正
拠
法
刊
一
丘
町
民



ユ
ゼ
枝
川
悦
づ
け
る
ー
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
c

こ
れ
ら
の
託
拠
法
則
の
、
旭
日
の
全
斗
…

t
ぺ
手
者
の
処
分
に
一
会
ね
る
こ
〉
が
で
き

る
か
、
む
き
る
と
1

て
ど
の
時
刊
問
に
お
い
て
か
は
、

の
証
拠
法
則
の
長
質
的
川
政
拠
に

m…じ
J

I

二
11
州
川
別
に
検
討
さ
れ
な
け
れ

は

q
R
J
な
い
わ

13、

そ
の
意
味
で
、
半
杭
は
、
刑
訴
川
ご
二
六
久
木
け
り
意
」

乃
木
賞
ip
、
そ
－
d
対
象
と
は
る
一
吉
面
え
は
供
述
i

に
つ
い
て
、

伝
同
証
叫
エ
し
て
証
拠
能
力
な
告
、
開
示
る
権
利
（
の
〕
欣
h
t
L

に
求
げ
の
司
令
し
γ
解
ζ

、
少
な
（
と
も
統
治
的
に
は
、
止
山
？
に
同
じ
く
す

る
も
の
と
し
う
と
と
が
で
き
る
し
も
っ
と
も
、
こ
一
一
に
い
う
一
責
内

の
υハ
体
的
J
J
意
味
句
友
人
い
つ
唱
と
は
、

一川
I
h

の
M
H削
山
パ
刀

必
史
で
あ
る
よ
う
に
甘
い
わ
れ
る
U

!17 

ロ
収
川
川
の
出
癒

の
即
凶
心
一
つ
1c
し
こ
、
一
中
i
市
下
持
が
相
当
心
待
伐
に
訴
訟
わ

五
八
時
心
放
棄

と
は
、
訴
訟
／
れ
為
心
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六
条
心
一
日
｝
い
一
が
－

T
（
阿
佐
C
放
棄

A
可
む
取
批
十
字
わ
な
い

h

一
と
合
音
叫
似
ず
る
も
の
と

ー一い
r！
に
刑
訴
y

出

叫
す
る
L
Y

す
れ
ば

「
主
同
」

の
だ
象
と
な
る
の
は
い
伊
之
る
訴
訟
行
為
心

ー回収庇
L

で
あ
ろ
う
か
v

こ
の
山

」
れ
主

「
応
供
山
内
の
収
集
過
r
h
の
山
崎
仇

日
人
守
山
川
、

u
f絞
に
よ
る
伝
岡
市
川
れ
の
吟
川
？
を
欠
く
こ
と
に

山
求
め
る
H
N
解
も
あ
る
勺
し
か
｛
六
人

と、ァ一
J
U

ー
一
攻
訓
べ
」
を
は
じ
め
と
す
る
公
判
期
ヨ
外
の
仇
浪
採
以
行
為
に
お
い
て

担
古
川
一
機
関
に
よ
る

「
引
人
弓
問

こ
ド
サ

7
d

l

t

f

n

 

日
L
庁
性
の
吟
味
ur
欠
く
こ
と
は
、
制
没
上
段
初
か
ら
1
v
一
亡
さ
れ
て
い
る
ご
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
ご
い
川
、
h

「
浪
記
」
は
存
在
し
に

U

こ
い
う
へ
き
で
は
以
い
か
」
実
際
、
1

伝
聞
は
山
則
L

ば
、
裁
川
所
心
事
支
認
定
に
裟
求
さ
れ
る
特
別
ヨ
「
ぬ
ー
止
性
な
い
1

J

性
」
担
保
の
絞
｝
は
か
ら
、
公
開
の
対
帯
」

の
伝
降
を
欠
く
公
判
期
日
外
の
供
述
採
取
’
れ
品
に
、
裁
判
所
心
事
支
認
氾
に
供
さ
れ
る
託

拠
の
一
夜
取
行
持
と
し
て
の
資
信
な
否
定
す
る
む
旨
に
J
J
↓解一
o
J
Q
h
一
と
が
で
き
、

Mr
、
の
怠
味
明
、

ψ
1
1
政
供
述
次
取
り
千
続
に
一
服
抗
：
か

ルめ
J

ん
J

、
｝
乙
b
n↑山〕
r
に
と
T
V
な
J

一
手
球
的
使
用
六
詑
ー

る
副
拠
法
別
で
あ
る
ζ

い
う
こ
と
が

刑
訴
法
A

三
行
一
条
一
一
郎
（
以
下
U
品
川
山
」
む
を
松
拠
と
し
て
長
刊
さ
ー
れ
る
べ
き

部
征
一
一
が
去
り
う
7
h
主
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

U
し
ろ
、
い ハピム

E
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れ
ら
の
諸
規

ιに
よ
っ
て
訂
拠
前
心
が
否
，
公
L

れ
る

裁
判

「
宍
河
又
は
供
述
守
、
法
判
川
の
事
実
訟
に
の
一
市
拠
に
供
す
る
た
め
に

川m
の
職
権
ま
た
は
当
事
者
の
訂
ぶ
に
－
で
り
一
段
調
べ
4

む
こ
と
の
「
椴
批
で
あ
る
y
し
い
う
べ
き
に
あ
川
、
「
河
合
」

と
は
、
計
陶
酔
識
に

J、
l附

関

L
異
議
を
己
v
〕
立
て
る
い
｝
Y

両
日
ふ
法
一
一
わ
い
九
条
項
一
に
よ
っ
て
こ
の
よ
つ
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